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　北部地区消防団員の消防技術の向上と
士気の高揚を図り、進歩充実に寄与する
ことを目的に、第22回沖縄県消防協会
北部支部「消防操法大会」が8月19日、
名護市消防本部にて北部12市町村消防
団が参加し開催されました。
　訓練の一環として消防ポンプ車など取
扱いの速さと正確性を競う大会で優勝し
た恩納分団は10月19日に開催される県
大会に出場します。

〇応用操作法　優　勝　喜久山隆、金城春希、仲本克利
〇個人着装競技　準優勝　稲嶺宏紀　
消防団員とは・・・？
　火災や災害が発生した場合に職場や自宅から現場へ駆けつけ、その地域での経験を活かし消
防機関と共に消防活動・救助活動を行う方々です。

金武地区消防団「恩納分団」が優勝！！金武地区消防団「恩納分団」が優勝！！

　地方教育行政の組織及び運営に関する法
律第 26 条第 1 項の規定に基づき、恩納村
教育委員会の権限に属する事務事業の点検
及び評価報告書について恩納村教育委員会
事務事業点検評価外部評価委員会より答申
を受けました。
　教育委員会は毎年、各事業の点検及び評
価を行い、その結果を報告書として作成し、
議会に提出するとともに、公表することに
なっております。
　同報告書及び答申内容は、恩納村役場ホー
ムページでご覧になれます。

（左から）安里周作委員　真栄城慶子委員
　　　　 仲本政夫委員長　當山欽也教

喜瀬武原夏まつり喜瀬武原夏まつり

　８月 19 日、喜瀬武原区で夏まつりが開
催され、多くの来場者がありました。
　テナントでは各団体が食事や農作物を販
売。ステージでは子どもたちによるダンス
やＢｕｈｅｅｅｎのライブが行われました。
　まつりは企画やテント・ステージの組み
立てなど準備段階から片付けまで、地域の
人たちが一緒になってまつりを盛り上げま
した。

Ｂｕｈｅｅｎ（ブヒーン）によるライブ

（上段左から）喜久山さん、金城さん、仲本さん（下段）稲嶺さん
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バスケットボール大会バスケットボール大会

こどもかがく教室 2017こどもかがく教室 2017

　第43回各字対抗バスケットボール大会が７月30日、８月６日に行われ、男子12チー
ム、女子７チームが参加し熱戦が繰り広げられました。
　女子決勝は、昨年と同じ組み合わせとなり、連覇のかかる恩納区体協が終始試合をリー
ドし、優勝しました。
　男子決勝は、昨年優勝の恩納区体協と昨年若い力により躍動を見せた前兼久区体協の組
み合わせとなり、前半は競り合いをみせていましたが、後半は恩納体協が点数を徐々に突
き放していき、見事連覇と男女アベック優勝することが出来ました。
　選手・大会関係者並びに応援に駆けつけてくださった皆さまお疲れ様でした。

　8月21日から25日にかけて、ふれあい体験学習セン
ターにおいて、毎年恒例の「こどもかがく教室」を開催
しました。幼児から中学生までの子供たちが、教室や屋
外、そしてビーチでも科学アクティビティーを楽しみな
がら体験しました。
　今年は6つのクラスが開かれ、化石の発見や飛行機を
飛ばしてみる実験などが行われました。5・6年生クラス
に参加した鈴木恵美花さんは、コンピュータゲーム
「Pong」を作る方法を学びながら、「（大きくなったら）プログラミングでゲームを作りた
い。」、同じクラスの神山萌夏さんも「楽しいよ！」と感想を語っていました。
　小学1・2年生の「うみのいきものをさがしてみよう」クラスでは、海洋動物の探索と採取

のために海岸を訪れました。生き物を集めた後は、それ
らを教室の近くの水槽に入れて、行動を観察しました。
　幼児クラスを教えたOISTスタッフのサラ・ウォンさん
は、「新しいことを発見した子供たちの顔を見るのは、
私にとっても大変な喜びです」と話します。
　恩納村の子供たちが科学とともに夏を楽しみ、今後も
科学を身近に感じながら学び続けることにつながればと
願っています。
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